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趣 旨

 人口減少・少子高齢化、経済成熟化社会とChatGPT等

 生成AIに代表されるAI技術の活用の中で、企業の経営

人材や経営専門人材の育成に対して、社会持続性の

 ある価値創造を行う人材育成や教育方法等について

 討議・提案

 人間の役割を再認識し、人材育成に資する教育の変革

 経営人材（企業・組織経営者や管理職）の教育

 経営専門人材（公認会計士、財務・法務部門などの専門家）

の教育
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ＡＩと経営分科会メンバー （１８名）

3

氏 名 所 属 ・ 職 名

野口 晃弘 第一部会員 南山大学 経営学部経営学科 教授

山田 八千子 第一部会員 中央大学 法科大学院 教授／弁護士

朝日 弓未 連携会員 東京理科大学 経営学部経営学科 教授

岩城 秀樹 連携会員 東京理科大学 経営学部経営学科 教授

太田 康広 連携会員 慶應義塾大学 大学院経営管理研究科 教授

恩藏 直人 連携会員 早稲田大学 商学学術院 教授

蟹江 章 連携会員 青山学院大学 大学院会計プロフェッション研究科 教授

上林 憲雄 連携会員 神戸大学 大学院経営学研究科 教授

齋藤 真哉 連携会員 横浜国立大学 大学院国際社会科学研究院 教授

阪 智 香 連携会員 関西学院大学 商学部 商学部長・教授

佐々木 郁子 連携会員 東北学院大学 国際学部国際教養学科 教授

佐藤 信彦 連携会員 熊本学園大学 大学院会計専門職研究科 教授

佐野 正博 連携会員 コスモピア株式会社 AI研究室長／明治大学 名誉教授

鈴木 久敏 連携会員 筑波大学 名誉教授

椿 美智子 連携会員 東京理科大学 経営学部 学部長・教授

徳賀 芳弘 連携会員 京都先端科学大学 副学長／教授

原 良 憲 連携会員 大阪成蹊大学 データサイエンス学部 教授

平田 貞代 連携会員 芝浦工業大学 大学院理工学研究科 准教授
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我が国における総人口の長期的推移
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https://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/content/001425468.pdf

※生産と需要の再考

国土の長期展望専門委員会最終とりまとめ参考資料
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人間の能力を超えるＡＩ
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https://ourworldindata.org/brief-history-of-ai

手書き文字認識

音声認識

画像認識

文章読解

言語理解

2016 2019 2022
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現状の人材育成教育の課題

 ２極化： 人材過多と人材不足の同時進行

 知識・スキルの学習から、知識活用や方法・仕組みの創出へ

 社会課題と大学教育とのミスマッチ （ＡＩ活用など）

参考： 経産省「サービス・フロンティア 4.0」 (2016)

人材不足

人材過多

労働集約型産業構造

労働生産性
全産業平均
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現状の経営学教育の一例
ー 京都大学 経営管理大学院でのカリキュラム例 ー
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例： サービス＆ホスピタリティ領域

基礎科目

専門科目

実務科目

発展科目

段階的履修

財務会計 管理会計 マクロ経済学

ＰＢＬ
（課題解決型学習）

事例分析
インターンシップ

（現場実践型学習）

リーダーシップ論 アントレプレナーシップ論 ガバナンスと倫理 デザイン思考

ＳＤＧｓ、ＥＳＧ、観光経営論、ＡＩ ａｎｄ Ｈｏｓｐｉｔａｌｉｔｙ

領域共通基盤学習
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公開シンポジウム
「人間・ＡＩ共創時代における価値創造経営教育」 （2023年）
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新しい価値創造
経営教育

学問領域への要請
（会計・監査・税務などの
個別学問領域の変革）

学問領域への要請
（マクロ的な経営学体系

の変革）

人々の行動・思考
変革（仕事、生活）
Work/Life Style

企業・組織
存在意義の明確化

Raison d'etre

現実の企業・組織
経営の対応

人間・ＡＩの
共創時代

あるべき
企業・組織経営像

人的資本経営
社会持続性

サステナビリティ開示

経済的価値と
社会的価値の両立

パーパス経営
ESG投資

非財務情報活用

ワーク・ライフ
バランス

デジタル トランス
フォーメーション(DX)

多様性への配慮

人口減少・少子高齢化・脱炭素社会

レーゾンデートル （存在理由）
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人間とＡＩの役割、対応業務との関係

 ＡＩやロボットのみによる業務の代替 （自動化）
 比較的、定型的な業務、デジタル化・デジタル処理可能な業務

 余剰時間の活用？
（人間はどのような使い方、新業務への転換を行うべきか？）

 人間とＡＩとの共創による業務の遂行
 人間の能力増強、ＡＩ活用のインソース化

 持続性と発展性とのバランス

 人間が引き続き対応すべき業務
 高度なホスピタリティ、他者への共感、意思決定の後押し

 本質的な創造性
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ＡＩ活用時代ゆえに、人間自身の能力開発の重要性が浮き彫りに
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人間の創出価値に注目する活動

 人間力戦略研究会 （2003年） 座長： 市川伸一 東大教授

 知的能力要素 (L: Literacy)

 社会・対人関係要素 (C: Competency)

 自己制御要素 (D: Dignity)

 適用場面： 職業生活、市民生活、文化生活

 人的資本経営
 人材をコストではなく、「価値を生み出す資本（人的資本）」と捉え、戦略

的に投資・活用する経営

 有価証券報告書での人的資本情報の開示が義務化（2023年～）

 伊藤レポート 2.0 (2017年） 座長： 伊藤邦雄 一橋大学名誉教授

 企業の中長期的な価値向上に焦点をあて、「人的資本」が企業価値に
与える影響について言及
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人間力教育の一例： ＬＣＤ教育 （大阪成蹊大学）
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参考： 日本学術会議
提言 「生成ＡＩを受容・活用する社会の実現に向けて」

（2025年2月27日発表）

12



日本学術会議 経営学委員会 「ＡＩ時代に備える経営人材育成に関する分科会」 2025

参考： 日本学術会議
提言 「生成ＡＩを受容・活用する社会の実現に向けて」

（2025年2月27日発表）

 提言 （４） 生成ＡＩモデル以降の教育とリテラシー

① AIとの共存・共生のための社会変革に対応する人材育成

 社会全体での教育やリスキリングの取り組みを推進するためのリテラシーを持つ人材
の養成と教育プログラムの推進、リスキリング支援が必要

② AIとの共存を目指した新たな教育への転換

 AIの活用を前提としてAIとの共存を目指した新たな教育への転換を図り、教育のあり
方の見直しを行うべき

 従来の知識の伝達に偏重するのではなく、AIを批判的に利用し、課題を解決し、創造
する能力を高める教育・カリキュラムが必要で、倫理的な問題を常に考慮

③ AIの学際性を活用するための学術分野間および産学間の対話・連携の促進

 AIの活用は学際性・包括性を有する。複合的な社会課題の解決に向けて、産官学を
含めた広いステークホルダーでの深耕が必要
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モデレーター

恩藏直人 Naoto Onzo
早稲田大学 商学学術院 教授

パネリスト 古澤知之 Tomoyuki Furusawa
公益監視委員会(PIOB) メンバー
金融庁 元企画市場局長

菊地唯夫 Tadao Kikuchi
経済同友会 副代表幹事
ロイヤルホールディングス株式会社代表取締役会長

阪 智香
Chika Saka
関西学院大学
商学部長・教授

パネル討論１ 「2030年に向けた企業経営・会計監査の
人材育成に資する教育変革」
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野口晃弘
Akihiro Noguchi
第一部会員
経営学委員会 委員長
南山大学 経営学部 教授

※ 経営人材、
経営専門人材の

    育成
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モデレーター

鈴木久敏 Hisatoshi Suzuki
筑波大学 名誉教授

木根原良樹 Takafumi Saito
株式会社三菱総合研究所
政策・経済センター
主席担当部長

島田啓一郎 Keiichiro Shimada
ソニーグループ 社友
元ソニー 執行役員

パネル討論２ 「社会のあるべき姿からみた経営教育の展望」
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モデレーター パネリスト

上林憲雄 Norio Kambayashi
神戸大学 大学院経営学研究科 教授

竹田陽子 Yoko Takeda
中央大学 大学院戦略経営研究科 教授※ 2050年の社会像から

    みた経営教育
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ＡＩ活用時代における経営教育とは？

16

人間・ＡＩ共創

新しい価値創造
経営教育・仕組み

今回の学術フォーラムを含めた討議・活動により明確化

 ＡＩ活用時代における人間の能力向上教育とは？

 経営学への示唆とは？

 非財務、無形資産、人的資本、非定型、非交換（信頼等）を含む
業務の標準化、評価は？ リスキリングは？
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